













美しい姫神がいた｡庭に姫小松を植えていたが､年月を経るごとに生い茂-､風が吹-と葉擦れが琴の調べのように鳴るのであった｡一万㌧摂津国住舌の里には松高彦という神がいた｡この神は伊邪那岐命が日向国橘 小戸の穂ケ原で疎ぎをした時に､潮の中から生まれた神である｡神功皇后 三韓征伐に赴いた際にも随従し､三韓を平らげて日本に帰る途中､摂津国に住みついて住吉明 となったのであ ｡ある時'松高彦は風に紛れて琴の調べが聞こえ -るのを不思議に思い 舟 乗って播磨国へ辿-着いた｡人家の庭に植えられた姫小松が'風 吹くたび琴のような音色を奏でていた｡松高彦が聞き惚れ いるうちに'すっか-日が暮れてしまったので'家の主に一夜の宿を願 ｡主の松ヶ枝姫は道に迷った男が仙境を訪 て､美女と夫婦になったという唐土の故事を引いて､｢どうかここに留まって私と夫婦にな て-ださい｣と引き留めた｡松高彦は｢君は女松を､私は男 を植えよう｡国は違ってもいつまでも通おう｣と語 住吉 帰った｡それからのち は変わらず 通い続け､二人が植えた松も年月を経て大き-成長 た｡ つしか､夫婦の神は齢 重ね 白髪 なったが､松の下で音楽を奏すると'たちまち二人とも若返 た｡ついに夫婦の神は飛仙とな 天に上がったが､二人 深い契-は植えた松と共に残された｡これによ-国はいっそう繁栄 '民 これを｢相生の松｣と呼んだ｡古今集の序に｢高砂住の江の桧も相生のやうに｣と書かれるのは'この松である｡
本作品は､世阿弥の謡曲｢高砂｣を素材とした物語である｡謡曲｢高砂｣は古-は｢相生｣｢相生松｣の名で呼ば
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れてお-､『古今和歌集』　の序文｢高砂住の江の桧も相生のやうにおぼえ｣から着想したものであるらしい｡高砂も住吉も松の名所であった｡本絵巻もまた､文中に｢古今 序にしるしっゝ高砂すみのえの松も相生のやうに｣とあることから､これらの作品との関連性がうかがえるが､物語 主人公は松の精たる老人ではな-､若々し-美しい松ヶ枝姫と松高彦であり､桧の由来をいわば二人の｢なれそめ｣を中心に措いたところ 特色があるといえよう｡
さらに謡曲だけではな-'い-つかの説話や伝承が織-交ぜられている点にも注目したい｡松高彦の前身は､黄泉
の国から戻った伊邪那岐命が 日向国橘 小戸の穂ケ原で顧ぎを行った時に､潮の中から生まれた神であった｡神功皇后に随従して≡韓征伐に赴き､日本に帰る時に摂津国住吉に留まって住吉明神となったことは『古事記』　『日本書紀』など も見 れるが､本作品 は住吉明神が国 鎮守であ-､民に豊かさをもたらす であることが強調されている｡
松高彦は琴の調べを頼-に播磨の国を訪れるが'それは琴ではな-松の葉擦れであった｡松風を琴の調べに愉える

























六 紙 に ( G )
の「けにもきとくは有明の月のいるさや西のか
たより紫雲たなひき」と、
夫 婦 が 飛 仙 と な っ て 天 に 昇 る 場 面 に 繋 げ
て い る 。








































およびT本の翻刻を載せる　『室町時代物語大成』　には図版がないため､絵を知ることはできない｡-本も全六図である｡絵は細部まで丁寧に措かれてお-､状態が良い｡本作品の舞台は主に国内だが､高砂や住吉は仙境と見なされていることから､建物や登場人物の装束はいずれも異国風になっている｡松ヶ枝姫の邸の庭には､松高彦が訪ねる契機となった姫小松が措かれている｡まずは順番に見てゆこう｡第1回は建物の中に座す松高彦 措-｡第二図 侍女たちにかしづかれて琴を奏する松ヶ枝姫と､松高彦を出迎える女童を措いている｡第三図は と松ヶ枝姫が並んで座している｡第四図は建物の中に座す松ヶ枝姫を措-｡第五図は布を濯ぐ二人の美女と木陰から窺う男を措く 六図は仙人たちが集まって楽を奏する様子を措いてい ｡第一図から第四図までは本文と絵が合ってないことから､絵の方にも錯簡が起こっている 思われる｡このことを確認するため､海の見える杜美術館蔵本(以下0本とする)との比較を試みたい｡U本は二〇〇六年七月から八月にかけ 同館にて行わ た｢物 絵-奈良絵本 巻 見る古人のこころ｣　の展示目録と､『思文閣古書資料日録』　(第1五五号､1九九八年六月)　 て全六図のうち五 までが確認できる｡こちらも順番に見 ゆ-｡第一図は建物の 二 建 の中に座す桧高彦を措-｡第三図は松高彦と松ヶ枝姫が並んで座し いる｡第四図は集まって楽 奏する仙人 ちを措 が､1 が人間だけを措いてい のに対してt U本では聴聞に来た海の生き物たちも措 ている点に 注目できる｡第四図までは前後の本文から絵の配置がわかる｡さら 配置は不明だが､参詣に来た人々 た図もあ ｡1本の 1 と0本の第二図､第三園と第三図､第四囲と第1 ､第六図と第四図がそ ぞれ相応していると思われる｡1本の第二図と第五図は､U本には見られず､0本の第五図は1本には見られな 様である｡
この二本の図様と配置の状況を図に示した　(【図2】)｡図様に該当する絵があるものには丸を付けへさらに配置が
分かるもの 番号を振った -本 第二図(C)は右側 邸内にて琴を奏す 松ヶ枝姫､左側に門前に立つ松高彦と
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【図2】絵の図棟と配置










容は､御伽草子『花鳥風月』が謡曲｢花鳥風月｣　へ'また『源氏供養草子』が｢源氏供養｣など､当時の貴族にとって必須の教養である　『伊勢物語』　や　『源氏物語』　に端を発していた-､『酒呑童子』　から｢大江山｣　へ'『玉藻の草子』から｢殺生石｣といったようにあま-にも著名な怪物退治欝であった-､『天神縁起』　から｢来殿｣や｢雷電｣へ､『道成寺縁起』から｢道成寺｣　へといった縁起譜も含め ､そのほとんどは御伽草子の成立以前からへ物語 説話､伝承文芸として巷間に広-知られていたものを御伽草子を介して取-入れているに過ぎない｡対して｢B 謡曲から御伽草子へ直接的な影響が指摘さ る ｣ の方は四二の謡曲が指摘されてお-､『相生の松』もこの中に入る｡すなわち､御伽草子から謡曲への影響よ-も､御伽草子に取-入れられた謡曲の方が遥かに多いことにな ｡けれどもその摂取法を見る ､一作 御伽草子に数曲が影響を与えている のも多-､表に出る御伽草子の作品数は三六に止ま つまり､一対一の深い相応関係という -は､近隣の謡曲を取-混ぜて作成した物語が多いと うこ
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とになろう｡曲想に視点を移すと'名前の挙げられた謡曲はその種類を多い順に見ると､｢班女｣などの四番目物(二二曲)'｢鞍馬天狗｣などの五番目物　(八曲)'｢熊野｣などの聾物　(八曲)､｢道成寺｣などの四･五番目物　(六曲)､｢高砂｣などの脇能(五曲)'｢清経｣などの修羅物〓曲)､その他〓曲) となる｡中でも｢隅田川｣｢班女｣｢卒塔婆小町｣などは複数の御伽草子に用いられてお-'祝言性が高い脇能や武士が活躍する修羅物よ-も優美に舞う女性を措いた等物､そして｢班女｣　のような狂女､｢卒塔婆小町｣　のような老女を含めて'相対的に女性が主人公のものの方が好まれていることになる｡御伽草子の読者層の多-の部分を古典的 物語の読者に繋がる女性が占めていたと考えられることと､この　｢謡曲から へ｣　の影響作に見られる内容傾向と 重なっているのではないだろうか｡
次に　『相生の桧』　と謡曲｢高砂｣　の関係を細か-見てい-｡まず｢高砂｣　であるが､『古今和歌集』仮名序の｢高
砂･住江の松も相生のやうに覚え｣に世阿弥が着想を得たものとされているが､こ 　『古今和歌集』　の奥義を伝え歌道の繁栄 象徴としての｢松寿｣を'共に白髪を戴-老夫婦の寿に形象化して舞台に載せた世阿弥の発想こそ'この一曲を脇能の代表作に押し上げた要因と えよう｡和歌 めで さは'相和して共に歳月を重ね 老夫婦 めでたさに通じ'ややあざとさの見える人界の幸せ 余すと ろ -具象化している｡そし 御伽草子『相生の桧』　は'この仲良く年老いた夫婦と松を取-合わせ 措-ことから あさらか 高砂｣　の影響化 作られた 語といえる である｡
それでは'『相生の松』　はこの共白髪となった老夫婦の構想の他に､どのような要素を謡曲｢高砂｣から受け容れ













草子『相生の松』　の世界はそれに止まるも では決してな ｡共白髪の穏やかな姿を更に動かし､｢齢を返す音楽｣を奏することで二人は若やかな美しい姿と変わ-､飛仙と って天に上って く｡絵巻ではその上に仙界を顕すきらびやかな世界が物語の処々に描 れている｡この文章のみならず聴覚と視覚を加え､五感の感覚を豊か 刺激して作-上げる物語世界こそ､御伽草子というジャンルの持ち得た中世物語群の豊鏡の世界であろう｡謡曲も御伽草子も､共に中世という時代に生まれ出た新しい文芸 ではある｡しかしながら民衆の芸能から発してその地位を高めていき､精神性を重んじよう した謡曲 ､『伊勢物語』　や『源氏物語』といった貴族の子女に持て嚇されてきた物
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語群の末に位置して'大衆性を強めてより現実的な栄華を描-ことに勤めた御伽草子は､同じ時代の元でまった-異なる方向性を持っていたといえる｡そのような中で両者は､互い 重視することなく'しかしながらはっきりと自らの領域に必要なものだけを取捨選択し､た-まし-自らの特性を活かしていったので ないだろうか｡御伽草子『相生の松』　は謡曲｢高砂｣　で築かれた｢寿｣　の表象をさらに現実的 表現変えてみせることで､そのしたたかな特性を見事に見せ いるのである｡ してこれが決して特例でないことは､表が見せる複数の謡曲を素材として取-入れた御伽草子の作例の多さが'また女性を意識した華や な内容への変更が如実に示している｡御伽草子はか-して新しい物語世界を食欲に作-上げて ったのである｡
55　新出　奈良絵巻『相生の松』


































































むき給ふ御とき玉体の武備 成て思ひのまゝに三かんをせめたいらけ日本の地にかへらせ給ふ御とき津の国に た つきて御神こゝにすみよしとの給ひてあとをたれ給へはすなはちしつめまつ-つゝふか-まも-のやしろをたてすみよ の明神
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ちすきて難波の三津のはまおもて れてゆけは名にしおふはりま 国 聞え る
｣
松のあらしも高砂や尾上の里にそつき給ふしはしやすらひきゝ給へ かすか也ける















聞ゆな-松高彦たちとまりつ-　-　と こしめし心にふか-おもひしめて へら ことをわすれ給ひ日もやう　 　にくれはと-あやしきまてに-らかりけれはや てう にいらせ
｣ 　 1  5 紙
59　新出　奈良絵巻『相生の松』
給ふにあまた人もなしたゝめしっかふ女わらは二一人のみ侍りて世にやことなき上らうともし火をとらせつゝかへにそむけるかけまても思ひ りたるありさまなり松たかひこのみこと このよしを見給ひて心そらにう れ給ひおも のやみちをたとつゝ女のわらはをまねきよせあるしの名たつね給ふに こたへ 申すやうこともをろかやきこしめしも よはすやまつかえ姫と申て ねには庭の松にたはふれときはの色をあいし 木すゑにひゝく琴のこゑに心をすまし給ふな-麦はめて
せんきやう





























侍るな-しかるをす のえのうちわのおちより吹を-る風に聞ゆること ねにあ-かれ出てこくふねのさほにまかせてこのところまてきたり侍りしに庭 おもなるひめ杏の色になかめのつきせすして日もすてに-れ侍り君御 さけ か-おはして1夜か-ねの宿 させ給ふ事こそ








( 絵 ④ )
㍑りうしんけん
むかしもろこしに列農院といふ
































も不老不死の とりをえてたのしみきはむるな-今よりのちはこのところにとゝま-給ひいもせのちき-をむすひっゝたえぬなさけをかけ給へとそかた-たまふやう　-　夜もふ かた木すゑ あら も
3
こゝろしてふ-や千とりのな-こゑの をくさ えてしはしあれは たちかく そ聞えけれ れ 千鳥のな-こゑに塩のみちひをしるといふ歌の心もた-ひ しか らよ-てをしかものそひねの夢や けほのゝ こ-もすてにたな きけれは松高ひこはおき出 さゝ　1夜 かりふ も
｣ 　 2  1 紙｣ 　 1  9 紙
ちきりのすえはいつまてもかはらて年はつもれたゝたとひ国をはへたつともかよひなれなは君とわかこゝろつかひはとをからし君はめ黍をうへ給へわれはお香をうへそへて　　｣　23紙いもせの中のい-ひさし-ちきり きぬ世ゝかけて是をしるしにきためんとて二
まつたかひこ
もとの松をうへ黍高彦はすみのえにたちかへ-給ひけりそれよ-はひた らに雨雪のふるときもあらしはけしき折からも波ちをわ-るあまをふね霧まをつたふみえか-れ人めを忍ふ心地して夜ことにかよひ給ひけり のふう の御神の手つ らうへたまひけるめまつおまつ 二 はと月にしたか ておなし程なるわかみ り枝
瀬


















｣ 　 2 5 紙｣　 2 2 紙
ふの神の身にふるれはたちまちすかたはわかやかにもとのかたちと成給ふむかし
･つち















-その中にも-その中に　(赤･天)2かのひな鶴- りのひな鶴　(赤･天)3たもつ-たつる　(赤)4池の亀の-池 みぎは ゐる亀の　(赤)
｣　6紙　　5はけしき霜-はけしき霜雪　(赤)
【 校 異 】1'参考として左記の伝本との校異を示した｡
天理大学附属天理図書館蔵本(天)赤木文庫旧蔵本(赤)なおへ　天理大学附属天理図書館蔵本は　『室町時代物
語大成十二』　(横山重･松本隆信編､角川書店'一九七三年　月)'赤木文庫旧蔵本は　『室町時代物語大成補遺≡　(横山重･松本隆信編 角川書店'1九八八年月)　によった｡二､異同は本文に限り､漢字と仮名､仮名遣い'濁点
6松原は-松原　(赤)7美地-れいち　(赤･天)8か-は名付け-か-名を付け(赤)9おはしましけ--おはしけり　(赤)1 0此神をまつたか彦と申ける御事は-されは　(赤)1 1秋より冬に-秋よりふゆそ　(赤)1 2番たか彦と-まつたかひこ )1 3第七代-七代(赤)14いさなきのみかと-いさなきのみこと　(赤)1 5とし月-とし　(赤)1 6かつらおのこ-か-らおのこ　 )
65　折目.奈良絵巻　用件の粧n
I 7しこう申し-しこうし　(天)I 8すく め-すゝ め　(赤･天)1 9もろこしよ-もーもろこしよ-　(赤)訓世ゝ のためしのおはきこと-
たひ　-　世ゝにをよひし事　(赤)





2 6心にかつ事侍り-心にかゝる事侍り　(蘇)2 7人さへ-人さよ　(天)2 8うちわの-うらはの (赤)2 9たれかしらまゆみ-たれしらま弓　(天)仙人　-　には-人　-　は　(天)
3 1身つからと-みつからも　(赤)
りうしんけん
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